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埋文センターのホームページにアクセスしてみて下さい (岡山大学埋蔵文化財調査研究センターホー
ムページアドレス htp:/wwwokayama-U.ac.jp/le/arc/archome.html)｡ (/ト林)
覇 ･‡ ､ l
当センターでは1996年 11月 14日から16日の3日間,津島
キャンパス学生会館を会場に,展示会を開催 しました｡展示内



























出現 !縄 文 時 代 の 生 活 祉
津島岡大遺跡第 17次調査の成果から
津島キャンパスでの発掘調
査も17回目をむかえました｡
今回の調査は,環境理工学部
の校舎を建設するために実施
したものです｡調査地点は,
馬場の南半分にあたります｡
この付近では,第 9次調査
(生体機能応用工学科棟)や第
15次調査 (サテライト･ベン
チャービジネス･ラボラトリー )
などが行われており,縄文時
代後期 (約4000年前)を中心
に当時の景観や人々の生活の
様子が分かってきました｡
4000年前の地形は ･･･
縄文時代後期には,本調査地点は人が住むのに適した地形の高い部分 (微高地)に位置していまし
た｡また,この微高地の北側と南側には河が流れていました｡第15次調査地点では,この河道のほと
りにドングリを水漬けで貯蔵するための穴が多数見つかっています｡
住居見つかる
今回の第17次調査地点では,貯蔵穴を造った人たちの住居が見つかりました｡住居は竪穴式住居と
いって,地面を径6m ･深さ0.5mほど掘りこんだものです｡床面からは炉が見つかっています｡そ
の炉で煮炊きに使われた土器が,そこから倒れこむような状況で出土しました｡また,この住居の周
囲では,土器が多量に捨てられた穴や魚骨や/｣､動物の骨の入った穴が多数見つかりました｡
現地説明会のようす
11月16日には現地説明会を開催して,縄文時代の後期の集落の状況をみなさんに見ていただきました｡
当日は200名を越えるたくさんの参加者があり (上段の写真),考古学への関心の深さをあらためて感じ
ました｡今後も同大構内遺跡の現地説明会を開催する予定ですので,ぜひ参加してみて下さい｡ (横田)
編集後記
昨年の秋には,久々の展示会がありたくさんの人に足を運んでいただきました｡また,津島同大遺
跡第17次調査の現地説明会も同じ時期に開催され大勢の参加を得ました｡いかに考古学への関心が高
いかがわかったとともに,これからも今以上に同大構内遺跡に関する情報を広く公開していく必要性
を実感しました｡冒頭で紹介した,インターネットの利用もこうした情報公開活動の一つです｡まだ
まだ産声をあげたばかりですが,今後さらに進化していくものと思われます｡ぜひ一度利用してみて
下さい｡(小林)
